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霊長類における毛づくろいと
利他行動
　動物が行う社会行動のなかでも、利他行動は興味深い。
利他行動は、行動の受け手には利益が生じるが行為者に
は損失が生じる行動であり、一見すると進化的に安定し
ない不適応な行動に思えるにも関わらず、現実の自然界
では利他行動がたびたび見つかるからである。利他行動
が進化的に成立することは、大きく二つの枠組みから説
明できる。利他行動によって血縁者に与えた利益を行為
者自身の間接的な適応度とみなす血縁選択モデルと、2
個体の間で利他行動を交換することで最終的にはお互い
に利益が得られる互恵的利他行動モデルである。霊長類
が最も頻繁に行う社会行動は、毛づくろいである。毛づ
くろいは、体に付着した外部寄生虫を除去する行動で
あって、受け手は衛生状態の向上という利益が得られる
一方で行為者には利益が生じない利他行動である。霊長
類は、毛づくろいを血縁個体に向けて頻繁に行うだけで
なく（血縁選択）、毛づくろいを含む様々な利他行動を
非血縁個体と交換することで（互恵的利他行動）、お互
いの適応度を高め安定的な社会を維持している。ヒトの
社会に見られる互恵的利他行動は、他の生物では見られ
ない特殊な構造を示すことがあり、ヒトの進化を考える
上で興味深い特徴であることを議論した。
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1.	利他行動とは
2.	血縁選択（kin	selection）
3.	互恵的利他行動（reciprocal	altruism）
4.	利他行動としての霊長類の毛づくろい
5.	血縁選択としての毛づくろい
6.	互恵的利他行動としての毛づくろい
7.	短い時間間隔における互恵的利他行
動（reciprocal	altruism	over	short	
time	frames）
8.	長い時間間隔における互恵的利他行
動（reciprocal	altruism	over	long	
time	frames）
9.	ヒト社会の互恵性
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